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基本ポートフォリオの定期検証について（グラフ集） 

 

 

 図１ 期待リターンモデル概念図
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経済中位ケース：財政検証経済モデル

市場基準ケース：長期金利－長短スプレッド

過去ﾘｽｸﾌﾟﾚﾐｱﾑの上下限を

8分割、それぞれを経済前

提シナリオA~Hに割り当て

ｲﾝﾃﾞｯｸｽ収益率－外国短

期金利の過去平均（ｷｬﾋﾟﾀﾙ

収益修正）

ｲﾝﾃﾞｯｸｽ収益率－外国

短期金利の過去平均

（PER修正）

運用目標：＝名目賃金

上昇率＋1.7％
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図７ 10年インプライドフォワードレート平均推移
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質的量的緩和
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質的量的緩和

第二段

2016/1/29
マイナス金利導入

現行基本P変更日

2010/6/25
円高対策金融緩和

（3兆円新貸出制度）

2008/12/19
政策金利0.3→0.1

2008/10/31
政策金利0.5→0.3

ケースGの長期金利

（2.8%）

ケースHの長期金利

（1.85%）

アメリカ

大統領選

挙投票日（11/9）

前回検証・市場基準ケースでの

長期金利（GとHの中間）

（1.85%）

（%）
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図８ 実質賃金上昇率見通しの変化（経済中位ケース）
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図９ 実質賃金上昇率見通しの変化（市場基準ケース）
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図 10（ア） 基本ポートフォリオの効率性 
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図 10（イ） 基本ポートフォリオの効率性 




